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液体 Heに於けるロトンの本性に就ては種 の々説があるが,未だ確定的なものはないよう

に思われる｡液体 Heに於ける所謂 phor)or)- rotor) 曲線とAr, Pb,AB等の古

典液体に於ける可成幅の広い "準素励起 "の曲線を比較 してみると,構造因子のピーク

位置の極 く近傍にロトン極小が現われると云 う点に於いて類似性を持 っている｡筆者と北

大の合田は古典液体に於けるロトン的スペ クトル及び液体 HeIに於けるロトンは夫々古

典非晶固体及び量子非晶固体に於けるフォノン的励起と類似 のものであることを示 した 1)｡

話を液体 He廿に向けるとこのよう

な構造の乱れた固体 と液体 との対応は

Fig-1 に示 されたロ-トン極小 A

温度依存性からも分かるように当然成

り立たない｡図は Helに於けるロト

ンとHeⅡに於けるロトンは定性的に/

異るものであることを暗示 している｡

此は別 言葉で云えば固体 Heと液体

HeIの "quantumness "は同程
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変であるが,液体 He廿の､"quaf)tu-

mness'はそれよりより高 く,これが超流動性 と関連 しているものと思われる｡

以上の理由により･以下 1つの試みを提唱する｡数式的にはこれは Fig-1に示される如く

と表わされる｡ dnは液体 HeIに於けるロトン極′トでこれは本質的には古典液体に於け

るロトン的励起の極小と同じである事及びAsは超流動或は cof)der)sate statesに

対応するものであると云 う事がこのモデルの骨子である｡最近 Dietrich等 2)は超流

動 Heのロトン極′トの温度及び圧力依存性を中性子散乱により精 しく調べたが,その

data を解析してみると種々の圧力下に於けるAの温度依存性は Fig-2に示す如 く

As- f(Tl(P) - T)(Tl(P):圧力 Pに於ける転移温度 )と云 う形の曲線に乗 り,
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特に Tl(P)近傍ではそれが

S-6(Tj(P)-T)1/3 (2)

kβ

と云 う形で表わされることを示すことが出来るo A (0)/kp ～- 5oK であることよりS

特に saturated vapour pressure rSVP)では

A-S(0)
2

- 2･41(Tl(P)-T)2/3 (p･- 1)

が得 られることが分かる｡一方 gyro 測定による sP/p は T}近傍で

ps/ p- 2-40rTI-T)2/3

の形に表わされることが知 られている 3)｡(3),(4)よ り

As.2 ps

の曙異が得 られる｡此の implication に就ては今後の考察が必要である｡
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